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チェーンソー用防護服を着用しましょう

1 はじめに

林業労働災害の中でチェーンソ一作業による災

害は依然として多く見受けられ、不幸にして死亡

に至る災害からソーチェーンの接触による軽微な

ケガまで様々な事例が発生しています。

これらを踏まえ、林業労働安全衛生再教育研修

を受講した際にチェーンソー防護服の重要性につ

いて講義があったのでその内容を報告します。

林材業労災防止協会が実施した調査によると

148件の労働災害事故のうち 43件 (30%)がチ

ェーンソーよるものであり、その内の 40件が切

創事故であると報告されています。その内訳は、

下半身 62.5%、左手 32.0%、その他 5.5%と主

に左足、左手に事故が集中しています。チェーン

ソ一作業中は伐採はもちろん、どんな軽作業時で

も事故やケガに至らなくともヒヤリとした、ハッ

とした経験(以下、ヒヤリハット)をされた方は

多いと思われます。

このチェーンソーの接触事故については、作業

の程度により発生そのものを防ぐことはなかなか

困難ですが、防護服、防護手袋を着用することに

よりケガを防止できたり、ケガの程度を軽くでき

ます。北欧の林業国スウェーデ、ンで、はチェーンソ

ー防護服の着用が義務化され災害数が激減してい

る戴責もありますが、県下の林業現揚においてチ

ェーンソー防翻防常時着用している従事者は非

常に少なく、切創を中心とする労働災害も依然と

して増加傾向にあります。

そこで、、チェーンソー防護服、防護手袋とはど

んなものか、普及状況、災害防止効果の検証、製

品の品質向上と普及への問題点などを紹介します。

2 チェーンソ一用防護服とは?

防護服の素材には主としてアラミド調維が使用

されています。このアラミド糊維は高機能鰍佐の

一種で「スーパー蹴住JIハイテク隣住」と呼ばれ、

伸て鮒首みが非常に少なく、さらに引っ張り強度が

5齢、繊住です。ナイロンと同じ「アミド、結合」を持

っていますが芳香族ポリアミドでナイロンと区別

してアラミドと呼ばれています。このほかにケブ

ラー、ザイロン、スベクトラ胡誌佐などが使われま

すがいずれも非常に高価なため一般的にアラミド
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鰍佐が使われています。現在、市販されている防

護服の多くは下半身を保護するタイプでズボン型

や前かけ型の物がありますが、この蹴住のみで作

ると非常に高価になるため他の織布と組み合わせ

た構造となっています。具体的にどのようにソー

チェーンの動きを止めるかというと、防護服にチ

ェーンソーが当たった時、このアラミド袖継がチ

ェーンソーの刃の部分やスプpロケットに絡みつい

たり、パーの隙聞に入り込んで、その抵抗で、チェー

ンの動きを強制的に止めるようになっています。

写真-1 チェーンソーに絡みついた制雌

防護服には防護の性能(而拘璃|片的を保証する

規格があります。その代表的なものはお0--11393

で、この規格では手持ちチェーンソー作業者向け

の防護服等について安全性を評価することなどが

規定されており、三段階のソーチェーンの速さ

(20m/s・24m/s・28m/s)に対して十づ士な冊相璃リ

性を得られることが必要とされています。ちなみ

に現在流通している製品は総てこの規格に適合し

ており、これらの製品のほとんどが、再砂トメーカー

の製品で国産品はつい最近まで、なかったようです。

また、手の切創事故を防ぐ対策を施してある手

袋については各メーカーより販売されていますが、

手袋の場合はさらに防振性能も要求されるため必

然的に厚く、重くなってしまいます。しかしなが

ら最近は、切創・突き刺し防止対策にアラミド繊

維と樹脂板を併用しさらに防振対策も施された軽

量皮手袋も開発・販売されていますので、できる

だけこのような製品の利用をお勧めします。

3 防護服の普及状況

便利で安全な製品とわかっていてもなかなか着

用率が上がっていない大きな理由として、法的な

拘束がないことが要因と言われています。防護服
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を使うか使わないかは個人の意思に任されている

ため、「使うか使わなし、か自由であれば使わな

い。 jという事業体や作業員の多いことや「欲し

いけれど高価であるJr着ると暑いJr重くて疲れ

るj などが要因でなかなか普及しない現状です。

そこで軽量化、柔軟性、蒸れ対策などを改良し

て日本の山でも使いやすい国産の防護服が製造、

販売されるようになりましたが、当県の現場での

状況を調べてみると着用率はやはり低く、声を聞

いてみるとやはり高価で、手がでないというものが

殆どでした。しかしながら、「もう少しで大怪我

にJrヒヤリとした」という声も多数あり必要性

は以前より増えている傾向にあります。このよう

な状況から県下の森林組合では必要性を認識し、

作業員全員に支給して着用を義務付けしていると

ころもでてきました。

4 防護服の効果

桝撲労災防止協会で防護服を普段着用してし、

る事業体にアンケート調査を行いました。

防護服未着用 ケガ 13人

ヒヤリハット 23人

防護服着用後 ケガ O人

ヒヤリハット 22人

表-1 防護服着用時と未着用時のケガと

ヒヤリハットの発生件数

それによると 78名の林業労働者に防護服着用

以前のケガやヒヤリハットを調査したところ表

1 (本林ど安全 2006，12 P16)のとおり、ソーチェ

ーンの接触によるケガは 13名、ヒヤリハットは

他に 23名が経験しており約半数が経験者で、こ

れらの事例のほとんどが脚部に集中していました。

同じ回答者に防護服を着用するようになった後の

ケガを尋ねたところ、ソーチェーンの接触により

事故に至った事例はありませんでした。しかしヒ

ヤリハットは 22件で変わらず多く、その中で防

護服にソーチェーンが櫛虫した事例は 20件もあ

り、その 14件は防護服が損傷した程度で軽症で

済んだと思われるもの、防護素材を少量引き出し

た4件については休業を伴う程度の災害に至って

いた可能性は高く、院菱素材を大量に引き出した

2件は重大災害に至っていた可能性もあったこと

が報告されています。これらのことから防護服着

用が災害を防止する効果は極めて高いと考えられ、

チェーンソー作業に慣れ親しんだベテランから、
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特に不慣れな新規参入者まで必要不可欠な装備だ

と考えられます。

5 防護服普及への問題点

この調査によると、すでに着用している従事者

からは「チェーンソーが当たっても大丈夫という

安心感がある。」としづ声が多く、防護服を着て

いるからといってもかえってその安心感からカ寸子

動や作業が大胆になり、重大事故に繋がるような

事例の発生していることが明らかになっています。

これは防護服の着用によって安全への意識が高

まる一方で安心してつい注意力が散漫となって事

故に繋がる行動を起こす可能性があることを示し

ているので、事業者はもちろんのこと、作業者相

互が常に安全作業・安全行動を心がけることが何

よりも大切なこととなっていますo このほかに二

次的効果として「枝や等が当たっても、痛くない。j

「膝をついたとき、クッションとなって楽で、あ

る。Jr下に着たズボンが汚れにくい。Jr冬などは

暖かい。」などの防護素材の厚みが身体を保護す

る効果もあることも報告されています。

6 おわりに

現場で防護服を見せてもらうと無傷の防護服は

少ないようです。ソーチェーンの接触で表地が切

れていたり、中には防護素材がむき出しになって

いるものもありましアむ私も数年前から作業時に

は必ず着用していますが、知らぬ聞に刃が欄虫し

て数センチに渡り切れており、もし着けていなけ

ればと思うと背筋も凍る思いをしました。着用者

の大半は「一度使い出すと、防護服なしでほ怖く

て作業ができない。」としづ声が多く、経費がか

かろうともできるだけ着用を習慣化させることが

求められています。どんなに一生懸命に作業をし

てもひとたび大きな事故がおきれば努力は一瞬に

して消え去ります。その中で防護服の持つ災害防

止効果は大きなものがあるため、事業所単位での

防護服整備はすぐにもできる有効な安全対策でし

ょう。また、個人でも一人でも多くの方の防護服

の着用の励行をお勧めします。

(指導部清水篤)
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